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国のマニュアル



１か月児・５歳児健診に対する府の取り組み

3歳出生 乳児一般
（前期）個 ４か月 乳児一般

（後期）個 １歳6カ月 就学前

新生児スクリーニング

全域 全域交付税 法定（交付税）医療機関 文科省
発達相談
巡回相談（府支援）
5歳児健診

市町村独自

発達障がい問診項目の手引き（府）

要フォロー なし 気になることができた
時点で相談

医療機関

療育機関

母子保健

保育所・幼稚園 小学校との連携

集 集 集

【教育施策】
進学先選択
個別教育支援計画

【福祉施策】
巡回相談（新子育て交付金）
初診待機解消事業
障がい児等療育支援事業
発達支援拠点→通所事業所支援
サポートブラン 発達障がいの取り組み

【保健施策】
先天性代謝異常等検査
新生児聴覚検査
乳児家庭全戸訪問事業
未熟児・育成・小慢医療費助成
保健所による市町村への技術的助言

健診ガイドライン作成
乳児健診価格統一
屈折検査機器導入助成
人材育成

【１か月児健診】
府内全域で乳児一般前期を１か月健診に変更
⇒乳児健診ガイドライン改定（R6.3）

（令和６～７年度は経過期間）

【５歳児健診】
令和５年度以前から守口市（巡回）、能勢町（集団）実施
令和６年度より新たに５市で実施（予定含む）

府
現
行 乳児健康診査受診票（一般・後期）ガイドライン（府）

乳幼児健康診査未受診児対応ガイドライン（集
団）

【今年度の取り組み】
・５歳児健診の課題、取り組み方針を検討するためワーキングを３回程度開催予定
構成：政令中核市、５歳児健診実施市町、医師、庁内（健康医療部、福祉部、教育庁）

・第１回目を５月に実施し、医師等健診従事者、紹介先医療機関の確保、療育、教育との連携などサポート体制が必要との意見があった。
・府独自の取り組みとして発達障がい問診項目の手引きを作成、このほか市町村において発達相談などの事業を実施しており、支援の必要な方には対応でき
ているのではないかという意見もあった。
・これらを踏まえ、全市町村を対象に調査を実施し結果を踏まえ、必要に応じて各種ガイドライン等を修正を検討。

「１か月児」及び「５歳児」健康診査支援事業について（府の取り組み）
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★支援の現状調査・
分析を行う
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ア 育児相談・児の対応相談

イ 発達アセスメント

ウ 障害受容

エ 医療機関紹介

オ 療育機関の紹介

カ 所属との連携

キ 言語相談

ク 就学相談案内

支援内容（ｎ＝４３）複数回答
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ア 医療機関紹介

イ 療育紹介

ウ 発達相談継続

エ ペアレントトレーニングの紹介

オ 所属へ相談結果を共有

カ 就学に向けて教育委員会等へ相談結果の報告

キ その他

発達相談後のフォロー（ｎ＝４３）複数回答

市町村調査の結果

1歳6か月児健診
3歳児健診

支援

以降の相談体制問題なし

要フォローや支援

大阪府５歳児健康診査ワーキング資料より

5歳時点で全体の
約2割をフォロー
している市もあり
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ア 4．5歳児を対象とした発達相談

イ 児童発達支援センターの相談業務

ウ 発達相談

エ 保護者へのアンケート

オ 保育園、幼稚園などの巡回相談

カ その他 （所属機関から直接療育につながるなど）

相談体制（（ｎ＝43）（複数回答）

３歳（３歳６か月）児健診以降の、発達障がい（疑い含む）児の把握の機会や相談体制について

乳幼児健診について（令和５年度）
法定健診 １歳６か月児健診 集団健診（一部個別１市） 受診率 R5 96.9％ （参考：R４ 97.2％ R3 95.7%）

３歳児健診 集団健診（一部個別１市） 受診率 R5 94.6％ （参考：R4 94.4％ R3 93.4％）

一次健健診後の健診・相談体制（二次健診、発達相談を含む）について 発達相談後のフォロー状況

令和６年８月実施
対象：４３市町村
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ア 発達障がい児の発見につながった

イ 発達障がい児の療育につながった

ウ 発達障がい児の保護者の子育て困り感の軽減につな…

エ 就学に向けての支援につながった

オ 就学時の困難が減った

カ その他

実施しての効果（ｎ＝５）（複数回答）
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ア スタッフの人材育成

イ 所属機関との連携が難しい

ウ 医師の確保

エ 紹介医療機関がない

オ 紹介療育機関がない

カ 教育委員会との連携

実施上の課題（ｎ＝５）（複数回答）

５歳児健診を実施しての効果及び課題

・年長児支援事業（就学準備教室）個別発達支援への勧奨
・教育委員会との情報共有、教育委員会の就学前の教育相談の案内
・療育機関につながっていたため、経過観察のみのケースであったが、健診に来所していただくことで、小学校就学にむけて現状のままでいいのか悩んでいたこと
が分かり、相談にのることができた。
・就学相談の紹介、医療機関への相談時期等

①心理師の確保
②未受診時の対応や健診の要フォロー基準がないため市独自の基準で
実施しており評価が難しい。

５歳児健診を実施している５市町 能勢町、柏原市、藤井寺市、富田林市、大阪狭山市

５歳児健診で要フォローとなった児の割合（平均） 20.4％ ５歳児健診で新たに要フォローとなった児の割合 14.4％

就学に向けての支援について（自由記載）

5歳児健診で支援の見直しができたケースや新たに支援につながった



16, 64%
4, 16%

2, 8%

3, 12%

実施方式（n＝２６）

ア センター方式 イ 巡回方式 ウ 園医方式 エ その他の方式

５歳児健診の実施に向けた現状や課題 令和6年8月1日時点の状況

センター方式
・所属園の数が多く、また市外に通園している児もおり、巡回や園医方式は難しいため。
・来所希望者全員に来てもらいやすい方法を考慮
・3歳半健診等の既存の健診がセンター方式であるため、イメージ・周知しやすい。
・巡回方式は他市の幼稚園等に通園している方への対応ができない。
・他の乳幼児健診と同様方式の方が実施しやすいため
・消去法です。乳幼児健診と同様に実施したほうが保護者の同意を得やすい、健診体制を確保しやすいと考えました。

巡回方式
・こどもたちの集団行動を観察できる、こども同士の関わりを観察できる、保育所等の先生方と直接相談できる。

その他
・医師等の専門職及び場所の確保ができず、健診としての実施が困難であるため、現行の5歳発達相談を拡充し実
施予定。
・他市の園に通う児や欠席・未所属児への対応として、手段方式を一部実施することを検討している。
・巡回方式と園医方式を組み合わせて実施できないか検討中

自由記載

令和5年度以前 能勢町
令和6年度 柏原市、羽曳野市、藤井寺市、富田林市、大阪狭山市
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ア 令和５年度以前
イ 令和６年度
ウ 令和７年度
エ 令和８年度

エ 未定

実施時期(n＝26）
実施に向けた準備状況
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ア 実施

イ 実施予

定

ウ 検討中

エ 未定

0 5 10 15 20

５歳児健康診査（実施予定）（n＝43）

ア 実施 イ 実施予定 ウ 検討中 エ 未定
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ア 健診医の確保

イ 心理職の確保

ウ 保健師の確保

エ スタッフのスキルアップ

オ 問診項目のスクリーニング基準がない

カ 未受診児対策が必要

キ 紹介できる医療機関がない

ク 紹介できる療育機関がない

ケ 教育委員会との連携

コ その他

５歳児健診に向けての課題（複数回答）

５歳児健診についての現状と課題について（全市町村）

・医療機関が少ないため、診断可能医療機関に受診者が集中する可能性がある。
・園との連携に係る人員確保、会場確保、予算確保（補助金では足りない）、健診後の事後処理の業務の多さによるマンパワーの不足
・タイムリーに紹介できる医療機関の確保健診後や就学後のフォロー体制の整備が必要である。
・現在、支援学級や通級指導教室の利用者が急増し、支援体制の課題（予算や人材不足等）がいわれている中、5歳児健診導入後、発達
フォロー児が増加した場合、学校の支援体制整備が進むのかという不安がある。
・保育所・幼稚園・園医等との連携予算の確保

＜具体的意見＞



こどもワーキングループで出たご意見（令和6年6月2８日開催）

令和６年度第1回大阪府発達障がい児者支援体制整備検討部会
乳幼児健診等で発見された発達特性のある子どもの支援スキームについて

令和６年度第1回大阪府発達障がい児者支援体制整備検討部会資料



国の動き こども家庭庁 令和７年度予算概算要求のポイント

令和７年度概算要求から
EBPMを導入

確かなエビデンスにもとづいて
政策の決定や実行、効果検証を
行う

府においては、
令和５年度国庫補助を
活用して実施（ ）

１か月児健診 18
５歳児健診 1



令和７年度
補助単価の見直し

国通知（令和６年６月
令和５年度補正予算
に係るQAより

今後２～３年を目途に、
抽出健診が可能

国の動き



さいごに

乳幼児健康診査の推進のため、引き続き
各団体のご理解ご協力をどうぞよろしくお願いします。

ご清聴ありがとうございました


